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男性社員の育児休業取得者座談会を開催 
～男性も育児休業を取得しやすい職場づくり～ 

 
自治体及び民間企業向けにシステム・ソフトウェア開発を提供するジャパンシステム株式会社（本

社：東京都渋谷区、代表執行役社長：斎藤英明、以下、ジャパンシステム）は、育児休業（以下、育
休）を取得しやすい職場環境や仕事と育児の両立に関する課題をテーマに、2023 年 11 月～12 月に
かけて、育休を取得した経験のある男性社員による社内イベント「男性育休座談会」を開催しました。
また、育休取得社員の上長による座談会も同時に開催し、取得に際する職場でのコミュニケーション、
復帰後の働き方への配慮などに課題があることが分かりました。今回の座談会における意見を参考に、
育休や育児中の社員と職場メンバーとの相互理解を支援する育休取得ガイドブックの作成を準備し
ています。 

 
■「男性育休座談会」について 
ジャパンシステムでは、好調な業績を背景に新卒や第二新卒の採用を強化し全社員における 20 代

の層が 5年前より 6％増加するなど、男女共に若い世代の社員が増えてきています。そのような状況
を背景に、DE&I 推進プロジェクトとして 2023 年 6 月に開催した、女性の働きやすい職場環境をテ
ーマとしたシンポジウムの中で、女性が働きやすい職場環境には男性の働き方も影響している、女性・
男性関係なく働きやすい職場であるべきなどの意見が出されました。 

 
上記の意見や、これからライフイベントを迎える若い世代の社員が働きやすい環境を整備していく

ことが企業の重要課題であるという認識のもと、男性社員の育休取得にかかるハードルや仕事と育児
の両立に関する課題を発掘するため、育休取得経験のある男性社員を対象として座談会を開催しまし
た。また育休取得者とその上長、双方の本音を聞き出すため、並行して育休取得者の上長を対象とし
た座談会を開催しました。 

 
取得者座談会では、取得について上長に相談する時期や取得期間の希望と現実、職場の周囲（お客

様や職場メンバー）への伝え方、取得しやすくするために考えられる施策、そして育休からのスムー
ズな復帰支援や復帰後の仕事と育児の両立の工夫などについて活発な意見が出されました。取得に際
し大きなハードルはなかったという意見が大半だったものの、取得期間については、もう少し取りた
かったという意見が多く、周囲への配慮から自主的に取得期間を希望より短くする傾向が明らかにな
りました。また、仕事と育児の両立にはテレワークやフレックスが必須という意見が多く、通称中抜
け（夕方一旦業務を中断・休憩し、育児終了後に仕事を再開）もせざるを得ないといった意見も聞か
れました。上長による座談会では、お客様先でシステム開発を行う社員が多いことにより、小規模プ
ロジェクトや開発フェイズによって、またメンバーの立場によっては希望どおりに取得してもらうこ
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とが難しい場合もあるなどの意見が出されました。一方で、自分の時は取得できなかった（制度がな
かった）ので、部下にはぜひ取得してもらいたいとの意見も出されました。 
 
■今後の予定 
ジャパンシステムの男性社員の育休取得率は 73％（2023年、取得者 8名）、取得期間平均は 62.7

日と、日本の平均を大きく上回っています。しかし、若い世代の社員が増加していることから男性・
女性関わらず、育休取得者が増加していくことが想定されます。今後も継続して、取得を希望する社
員が、希望する期間の育休を取得できる環境づくり、仕事と育児の両立を支援する仕組みづくりに取
り組んでいきます。 

 
■ジャパンシステムの DE＆Iに関する取り組み 
ジャパンシステムでは、ITシステムを開発・構築し維持するのは「人」「社員」であり重要な人的

資本である社員がそれぞれ活き活きと仕事ができる環境をつくることが、ジャパンシステムが目指す
社会の実現への第一歩である、との考えから、多様な属性・価値観をもち、様々な環境にある社員の
誰もが働きやすい職場環境づくりに取り組んでいます。 
 
【取り組み例】 
・DE＆I関連相談窓口の設置 
・女性の働きやすい環境づくりシンポジウムの実施 
・男性育休座談会の実施 
・育休取得者・育休取得者上長へのヒアリングの実施 
・長期療養や不妊治療への保存休暇の利用範囲拡大 
・育児短時間勤務の就業時間制限の緩和（短縮可能時間を 3時間以内へ拡大） 
・育児短時間勤務取得期間の拡大（最大小学校 3年生まで） 
 
■ジャパンシステムのサステナビリティ 
ジャパンシステムは、ITシステムの開発・構築、ITソリューションの提供を通じ、安心・安全で豊

かな社会の実現へ向けた貢献を目指しています。 社会との共生をはかりながら、安心・安全で豊かに
生活できる持続可能な社会を目指し、さまざまな活動に取り組んでいます。 
 
ジャパンシステムウェブサイト サステナビリティ 
URL ：https://www.japan-systems.co.jp/sustainability/ 
 
＜本リリースに関するお問い合わせ先＞ 
ジャパンシステム株式会社 社長室 
TEL ：03-5309-0210  
E-mail ：js_pr@ml.japan-systems.co.jp 
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